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I は じめに

Parkinson's disease(以 下,PDと 略)療 養者 は,重度 な障がいの場合QOLの 向上に多 く

の地域 資 源利 用 が必 要 で あ る.本 研 究 の 目的 は,PD療 養 者 の 地域 資源 の利 用状 態 と

QOL(PDQ-39尺 度 を使用)の 状態 を調査 ・分析 し,地域資源利用 と支援について検討す る.

II 研究方法 と対象

匿名式 の調査紙 を2008年8月1日 ～8月30日 の期間 に,15都 道府県の全国パーキンソ

ン病友 の会会員 に郵送配布 ・回収 し,65歳 ～79歳 の在宅療養者で,重 症度YahrIII～Vの 条

件 を充 たすPD療 養者の回答 を研究対象 とした.

皿 結 果

分析 対象は,有 効 回答が得 られた291名(417・ 名の69.8%)と した.因 子分析の結果PDQ-39

の評価 尺度は,7因 子 とな り,内 的整合性 は良好であった.(Cronbachα 係数>0.8)地 域

資源 の利用は,重 症度別に違 いが認 め られ,YahrIII群 で4資 源,YahrIVで1資 源,YahrV

群 では3資 源 であった.ま た,重 症度別 ・介護負担感あ り群の地域資源利用は,YahrIII群

で1資 源,YahrV群 では3資 源で あった.重 症度別地域資源 と重症度 ・介護負担感 あ り群

の中で,重 複 地域資源 は2資 源(ホ ー ムヘルプサー ビス とデ ィサー ビス ・ディケア)で あっ

た.PDQ-39値 と関係 が認め られた利用地域 資源は,YahrV群 では,神 経 内科外来診療お よ

びデ ィケア ・デ ィサー ビスであ った.デ ィケア ・デ ィサー ビスの利用群 は利用な し群 に比

べQOLが 高かった.PDQ-39のDomainを 重症度 ごとに群別 した一元配置分散分析 の結果,

6Domainに おいて有意差が認 め られた.有 意差が認 め られなかったDomainは,Stigma・

Social supportで あった.こ のため,1つ にま とめたStigma・Social supportで 重回帰分

析を行 った.そ の結果,Stigma・Social supportは,Emotional well BeingとCo㎜unication

とに関係 が認 め られた.ま た,訪 問看護の利用,必 要時の入院施設 の確保お よびホームヘル

プサー ビス とに関係 が認め られた.

IV 考 察

高齢PD療 養者 は,重 症度に より地域資源利用 に特徴が認 め られ た.地 域資源 を有効 に利

用す ることにより,QOL向 上の可能性が認 め られた.地 域資源利 用によるQOL改 善のために

は,(1)重 症度別 に適切な地域資源 の選択,(2)療養通所介護 な どPD療 養者 に必要 な地域資源

の充実,(3)療養者 の情緒安定やStigma軽 減 とSocial supportの 改善 のため支援 が必要 と考

える.


